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１．対象地域の状況
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〇熊本天草幹線道路は、熊本県熊本市を

起点として、宇土市、宇城市、上天草市、

天草市に至る計画延長約70kmの地域

高規格道路。

対象地域の状況

１．熊本天草幹線道路の概要

34

■熊本天草幹線道路

計画延長 約70km

事業中延長 約15km

開通済延長 約17km

※R3.3月現在の道路網
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※ 未供用区間のインターチェンジ名称は仮称※ R3.3月現在の道路網 3
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２．地域状況
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○天草地域の人口は年々減少傾向、宇城地域もH12をピークに減少傾向にあり、全国や熊本県に比べて、
高齢者の割合が高く、若い世代の割合が少ないため、今後さらなる人口の減少が想定される。

50%以上
40% ～ 50%
30% ～ 40%
20% ～ 30%
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00% ～ 20%

-10% ～ -20%
-20% ～ -10%
-30% ～ -20%
-40% ～ -30%
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-50%以下

凡例

【人口増減率の状況】

※H2とH27の国勢調査結果の比較 ※（）内はH27の人口 資料：H27国勢調査

【人口の推移（H2-H27）】

宇城地域

熊本県

全国

天草地域

資料：国勢調査

宇城地域：宇城市、宇土市
天草地域：天草市、上天草市、苓北町

天草地域は
著しく減少

宇城地域はH12を
ピークに減少傾向

【年齢別人口割合】
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資料：国勢調査（H27）

若い世代の
割合が少ない

天草地域

宇城地域
宇城地域：宇城市、宇土市
天草地域：天草市、上天草市、苓北町

宇城地域：宇城市、宇土市
天草地域：天草市、上天草市、苓北町

高齢者の
割合が高い



【対象地域の移動目的】

対象地域の状況

3．交通特性
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○宇城地域・天草地域ともに、熊本市との結びつきが強い。また、両地域間の結びつきも強い。
○宇城・天草地域間の移動目的では、業務・物流が最も多く、次いで通勤・通学となっている。天草地域と熊

本市間の移動目的では、業務・物流が最も多く、次いで観光・余暇の割合が多い。

【現況交通流動】

■宇城地域⇔天草地域

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

天草地域
（上天草市・天草市・苓北町）

熊本県北部

熊本県南部

熊本県北東部
大分県

熊本県
東部

鹿児島県・宮崎県

佐賀県・
長崎県

福岡県

■天草地域⇔熊本市

熊本市

対象地域（宇城地域）
対象地域（天草地域）
対象地域と熊本市の流動
対象地域（宇城地域～天草地域）間の流動
対象地域～各地域の交通流動

業務・物流
29%

観光・余暇
23%

送迎
3%

不明
24%

宇城地域
（宇土市・宇城市）

業務・物流目的
が最も多い

57

57

通勤・通学
21%

業務・物流
27%

観光・余暇
11%

家事・買物
12%

送迎
5%

不明
16%

通院・習い事等
9%

通院・習い事等
7%

家事・買物
8%

通勤・通学
6%

業務・物流目的
が最も多い
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4．地域の特色
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○宇城・天草地域は、第１次産業就業者が占める割合は熊本県と比べて高く、特にデコポンや宿根かすみ
草・洋ラン(鉢物) ・このしろ・養殖まだいなどは、全国有数の産地となっている。

○また、「三角西港」や「天草の﨑津集落」といった世界遺産をはじめ、豊かな自然や歴史・文化を活かした
魅力ある多種多様な観光資源に恵まれており、観光需要が高まっている。

1年中イルカが見れる
のは日本で天草だけ

【就業者(15歳以上)の産業別割合】

【宇城・天草地域の主産物・全国シェア（熊本県）】

【天草・宇城地域の主な観光地】

全国第１位

全国第２位
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（万人）

▲ 天草地域の観光客数推移

増加傾向

資料：熊本県観光統計（H30）

H27.7
世界文化遺産登録

H30.7
世界文化遺産登録

14%

14%
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16%

25%

64%

69%

69%

80%

71%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宇城地域

天草地域

熊本県

熊本市

全国

第１次産業 第２次産業 第３次産業

第1次産業の
割合が高い

デコポン 宿根かすみ草 このしろ 洋ラン
（鉢物）

養殖まだい

資料：国勢調査(H27)

事業中区間
開通区間
高速道路
国道
補助国道

凡例

おこしき

H30.7月世界文化遺産
長崎と天草地方の潜伏

キリシタン関連遺産

H27.7月世界文化遺産
明治日本の産業革命遺産1年を通して野生のイルカに

出会えるのは、世界中でカナ
ダ、オーストラリア、天草のみ

資料：特産果樹生産出荷実績調査(H29:農林水産省)
花き生産出荷統計(R1:農林水産省)
海面漁業生産統計調査（H30：農林水産省）

宇城地域：宇城市、宇土市
天草地域：天草市、苓北町

上天草市
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２．一般国道５７号（熊本天草幹線道路）
宇土三角道路の概要



大津道路

宇土三角道路

一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路の概要

・事業名：一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路

・区間 ：熊本県宇土市上網田町～宇城市三角町 ・延長：約13.5km

・車線数：2車線［自動車専用道路］ ・計画交通量：約8,700～13,700台/日 ・全体事業費：約750億円

【計画概要】
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【事業位置図】
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・R1.5～R3.2 ：計画段階評価の手続き

【事業の経緯等】

【標準断面図（単位：m）】
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３．一般国道５７号（熊本天草幹線道路）
宇土三角道路の課題と整備効果

九州地方整備局

9



1．災害に対して脆弱な道路ネットワーク
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一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路の課題と整備効果

【課題】
●近年頻発している豪雨により、国道５７号、２６６号では、土砂災害や路面冠水による災害が発生
●両路線の同時全面通行止めで天草地域への道路が寸断し孤立（過去１５年で３回）が発生

【整備効果】
○災害時の代替路機能、救援・物資輸送機能が確保され、地域の孤立解消や安心・安全を確保

■国道57号・266号の被災箇所（Ｈ18～R2）と被災リスクの高い箇所

宇城・天草地域の孤立の解消 ： 【現況】約４．９万世帯 → 【整備後】０世帯

※現況は、H28.6に発生した国道57号と国道266号の同時通行止め時の孤立地域における世帯数（H27国勢調査）

写真1 国道57号の災害状況 写真2 国道266号の災害状況

■国道57号・国道266号の災害による全面通行止め
発生件数（Ｈ18～R2）
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資料：国土交通省、熊本県

（件数）
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１５年で３回
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同時通行止めにより
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土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域
浸水想定区域（資料：熊本県高潮浸水想定）
砂防指定地
地すべり地形
防災点検要対策箇所
全面通行止め（法面崩壊・土砂流出・路面沈下）
全面通行止め（路面冠水）

事業中区間
開通区間
国道
補助国道
主要地方道
一般県道

凡例

写真2



2．地域産業の物流を阻害
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【整備効果】
○物流路線の走行性向上による農水産品の品質確保など、物流効率化により地域経済活動を支援。

【課題】
●宇城・天草地域で生産される宿根かすみ草（全国第１位）、洋ラン（全国第２位）は、熊本県が全国有数の出荷量を誇

る。また、天草地域は、このしろ（漁獲量：全国第２位）は東京市場での取扱い量が全国第１位など、農水産物は全国
各地へ輸送

●一方、国道５７号等は道路線形が悪く、揺れにより花びらが落下し価値が低下するなど、地域特産品の物流を阻害

平面線形の厳しい箇所（R≦150m）の回避： 【現況】３８箇所 → 【整備後】０箇所

一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路の課題と整備効果

■農水産物の輸送ルートと平面線形の厳しい箇所

全国各地へ
北海道：空輸

関東：陸送・空輸・海上輸送
関西以西：陸送

宇土道路
う と宇土三角道路

う と みすみ

JA熊本うき
三角花集荷所戸馳島

と ばせ

宇城市

宇土市

う き

う と

57

266
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天
草
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至
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本
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あ
ま
く
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と

至

熊
本
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と

天草地域
あまくさ

資料：作物統計調査（R1年出荷量）、熊本県花き生産実績（H30年県内シェア）
海面漁業生産統計調査（H30年漁獲量、県内シェア）

漁獲量
4,923トン

H30
熊本県
17％

千葉県
29％

福岡県
11％

その他
43％

宇城・天草地域の
県内シェア

第１位（92％）

全国第2位

出荷量
4,870万本

R1

熊本県
38％

和歌山県
23％

福島県
15％

その他
23％

宇城・天草地域の
県内シェア

第１位（59％）

全国第1位
■宿根かすみ草 全国シェア

■このしろ 全国シェア

事業中区間
開通区間
国道
補助国道

主要地方道
一般県道

平面線形の厳しい箇所
（R≦150）

凡 例



【課題】
●宇城・天草地域は、自然や歴史・文化、温泉、海の幸など、魅力ある観光資源が豊富にあるが、 熊本市から天草地

域への移動には２時間以上を要するなど地理的に不利な状況
●さらに、国道５７号は、観光シーズンの交通渋滞により、移動に通常の約３倍を要しており、時間が読めず、観光ツアー

の計画が立てられないなど、観光地への定時性の確保が課題

【整備効果】
○熊本市と観光地とのアクセス性・定時性が向上し、地域観光の発展を支援。

3．観光シーズンの著しい渋滞

12

熊本市市街地～三角西港の移動時間 ： 【現況】８６分 → 【整備後】６７分（往復３８分短縮）

■天草・宇城地域の主な観光地 ■現道(宇土三角道路並行区間)の所要時間
（熊本市方面）

一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路の課題と整備効果

写真

約15kmの
渋滞が発生

資料：ETC2.0プローブ GW時（R1.5.3-5.5 16時台）
休日平均（H30年度休日平均 16時台）

休日平均 GW時

20分

56分

通常の
約３倍

■対象区間の渋滞状況（R1.5.2 16時）

※[現況]ETC2.0プローブデータ（R1.5.3-5.5 GW時 16時台上下平均速度）
[整備後]上記のうち、宇土三角道路を設計速度80km/hで計算

宇土三角道路

下田温泉

天草キリシタン館

天草四郎
メモリアルホール

御輿来海岸

富岡城跡

天草五橋

写真

お こ し き

う と み すみ

あまくさ し ろう

あまくさ

とみおか

あまくさ

しもだ

宇土市
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４．費用便益分析

九州地方整備局
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費用便益分析結果

14

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 498億円

620億円走行経費減少便益 88億円

交通事故減少便益 33億円

事 業 費

事業費
681億円

（524億円）

806億円
（560億円）

維持管理費
125億円
（36億円）

620億円
1.1＝

560億円

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※熊本市～天草市間を対象とした場合

合 計

合 計

1,750億円
1.5＝

1,205億円※

上段：単純合計
下段：現在価値化後



５．とりまとめ

九州地方整備局
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宇土三角道路
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熊本県天草地域振興局
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天草市

道の駅有明

道の駅
上天草さんぱーる

0 2 4 6 8
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同時通行止め
2時間 同時通行止め

2.5時間

同時通行止め
5時間

4
1

6

1

1

1
1

4
2

図7 宇城・天草地域の主な観光地

宇土三角道路

下田温泉

天草キリシタン館

天草四郎
メモリアルホール

御輿来海岸

富岡城跡
天草五橋
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しもだ

宇土市
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天草市
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現況
120分圏域宇土三角道路 宇土道路

宇城市

宇土市

熊本市

同時通行止め
2.5時間
（H20.6.21）同時通行止め

2時間
（H18.6.26）

同時通行止め
5時間

（H28.6.21）

至

天
草
市

同時通行止めで

天草地域が孤立
57
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266
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至

熊
本
市

あまくさ

あ
ま
く
さ

う とう と み す み

く
ま
も
と

う き

う と

くまもと

至

熊
本
市

く
ま
も
と

熊本宇土道路
延長3.8km
事業中

宇土道路
延長6.7km
事業中

宇土三角道路
延長13.5km

大矢野道路
延長3.4km
事業中

・災害時の代替路が確保され、地域の孤立を解消する信頼性の高い道路ネットワークを形成
・現道の課題箇所を回避し、天草・宇城地域の農水産品の品質確保や物流効率化による地域経済活動を支援
・移動時間の短縮や交通混雑の解消により、速達性、定時性が向上し、魅力ある地域観光を支援

２．課題
図1 事業位置図

①災害に対して脆弱な道路ネットワーク

１．事業概要
・起終点：熊本県宇土市上綱田町～

熊本県宇城市三角町
・延長等：13.5km
（第1種第3級、2車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約750億円

・計画交通量：約8,700～13,700台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

4,600～8,000台 1,500～2,600台 2,600～3,100台

③観光シーズンの著しい渋滞
・宇城・天草地域は、自然や歴史・文化、温泉、海の幸など、魅力ある観光資源が豊富にあるが、

熊本市から天草地域への移動には２時間以上を要するなど地理的に不利な状況。(図７)

・さらに、国道５７号は、観光シーズンの交通渋滞により、移動に通常の約３倍を要しており、時間が

読めず、観光ツアーの計画が立てられないなど、観光地への定時性確保が課題。 (図８、写真２)

・近年頻発している豪雨により、国道５７号、２６６号では、土砂災害や路面冠水による災害が発生。(図２、３)
・両路線の同時全面通行止めで天草地域への道路が寸断し孤立（過去１５年で３回）が発生。(図２、３)

３．整備効果

②地域産業の物流を阻害
効果３ 観光振興による地域活性化の支援【◎】

効果１ 信頼性の高い道路ネットワークの確保【◎】

効果２ 物流の安定輸送による地域産業の支援【◎】

一般国道５７号（熊本天草幹線道路） 宇土三角道路に係る新規事業採択時評価
く ま も と あ ま く さ う と み すみ

資料：国土交通省、熊本県

図2 国道57号・266号の被災箇所
（Ｈ18～R2）と被災リスクの高い箇所

図4 宿根かすみ草
全国シェア

図5 このしろ
全国シェア

資料：作物統計調査（R1年出荷量）、熊本県花き生産実績（H30年県内シェア）
海面漁業生産統計調査（H30年漁獲量、県内シェア）

約15kmの
渋滞が発生

図8 現道(宇土三角道路並行区間)の
所要時間（熊本市方面）

GW時（R1.5.3-5.5 16時台）
休日平均（H30年度休日平均 16時台）

資料：ETC2.0プローブ

写真２ 対象区間の渋滞状況（R1.5.2 16時）
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天草市
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津
IC
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づ

凡 例
供用区間
事業中区間
調査中区間
対象区間

（起）（終）

・災害時の代替路機能、救援・物資輸送機能が確保され、地域の孤立解消や安心・安全を確保。

・物流路線の走行性向上による農水産品の品質確保など、物流効率化により地域経済活動を支援。

・熊本市と観光地とのアクセス性・定時性が向上し、地域観光の発展を支援。

○宇城・天草地域の孤立の解消 ： 【現況】約４．９万世帯 → 【整備後】０世帯

○平面線形不良箇所（R≦150m）の回避 ： 【現況】３８箇所 → 【整備後】０箇所

同時通行止めが
15年で３回

写真１ 国道５７号の災害状況

図6 農水産物の輸送ルートと平面線形の厳しい箇所

平成28年6月21日 土砂流出
（全面通行止め 7時間）

全国各地へ
北海道：空輸

関東：陸送・空輸・海上輸送
関西以西：陸送
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開通区間
国道
補助国道

主要地方道
一般県道
平面線形の厳しい
箇所（R≦150）

凡 例

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域
浸水想定区域（資料：熊本県高潮浸水想定）
砂防指定地
地すべり地形
防災点検要対策箇所
全面通行止め（法面崩壊・土砂流出・路面沈下）
全面通行止め（路面冠水）

事業中区間
開通区間
国道
補助国道
主要地方道
一般県道

凡例

休日平均 GW時

20分

56分

通常の
約３倍三角西港

世界文化遺産

みすみ

写真1 図3 国道57号・266号の災害による全面
通行止め発生件数（Ｈ18～R2）

凡 例
主な観光地

道の駅

熊本市との所要時間（現況）

熊本市との所要時間（将来）

熊本市
くまもと

天草の

﨑津集落

世界文化遺産

あまくさ

さきつ

イルカ
ウォッチング

：国道57号 ：国道266号

（件数）

熊本市役所
くまもと

※現況は、H28.6に発生した国道57号と国道266号の同時通行止め時の孤立地域における世帯数（H27国勢調査）

（仮
）波
多
IC
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た

天草地域
あま く さ

天草市
あまくさ

宇城市
う き

上天草市
かみあまくさ

苓北町
れいほくまち

同時通行止めにより
孤立する天草地域

将来
120分圏域

出荷量
4,870万本

R1

熊本県
38％

和歌山県
23％

福島県
15％

その他
23％

漁獲量
4,923トン

H30
熊本県
17％

千葉県
29％

福岡県
11％

その他
43％

宇城・天草地域
の県内シェア
第１位（59％）

宇城・天草地域
の県内シェア
第１位（92％）

しゅっこん

全国第2位

全国第1位

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.5
（1.1）

6.4%
（4.6%）

1,205億円※2

（560億円※2）
1,750億円※2

（620億円※2）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は熊本～天草を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(R2年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

図9 整備後の防災機能ランク

改善
ペア数

脆弱度
（防災機能ランク）

累積脆弱度の
変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時

8
（6）

1.0
〔D〕
（1.0）
〔D〕

0.38
〔C〕
（0.67）
〔C〕

▲229.7

（▲46.6）

0.26

（0.14）

0.63

（0.33）
◎

注）上段の値は熊本～天草を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の防災機能評価結果

凡例
広域拠点 ：A

交通拠点 ：B

地域拠点 ：C

被災拠点 ：D

熊本天草幹線道路

熊本～天草
くまもと あまくさ

くまもとあまくさ

※[現況]ETC2.0プローブデータ（R1.5.3-5.5 GW時 16時台上下平均）
[整備後]上記のうち、宇土三角道路を設計速度80km/hで計算

○熊本市市街地～三角西港の移動時間 ： 【現況】８６分 → 【整備後】６７分（往復３８分短縮）

熊本県庁

・宇城・天草地域で生産される宿根かすみ草（全国第１位）、洋ラン（全国第２位）は、熊本県が全

国有数の出荷量を誇る。また、天草地域は、このしろ（漁獲量：全国第２位）は東京市場での取

扱い量が全国第１位など、農水産物は全国各地へ輸送。(図４、５)

・一方、国道５７号等は道路線形が悪く、揺れにより花びらが落下し価値が低下するなど、地域

特産品の物流を阻害。 (図６)
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全体延長 ： 13.5km

土工延長 ： 8.8km（65%）

橋梁延長 ： 1.9km（14%）

トンネル延長： 2.8km（21%）

一般国道５７号（熊本天草幹線道路） 宇土三角道路に係る新規事業採択時評価
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天草地域の大半で
熊本市からの
９０分圏域外
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（件数）

同時に通行止め
14年間で3回

北海道

40%

関東

30%

関西

15%

九州

15%

出荷量

26万鉢

H30

関西
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関東

20%

中京

20%

中国

20%

九州

10%

出荷量

413万本

H30

同時通行止め
2時間

（H18.6.26）

同時通行止め
5時間

（H28.6.21）

57

57

266

同時通行止め
2.5時間

（H20.6.21）

0.0
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50.0

60.0

１３時台１４時台１５時台１６時台１７時台１８時台１９時台２０時台

休日平均

時間が読めない

56分

28分

○天草地域は、魅力ある観光資源に恵まれているが、国道57号では観光シーズンの著しい
渋滞により、移動に通常の3倍の時間を要している。(写真②、図4)

○国道57号は、正面衝突や車両単独事故の発生割合
が県内直轄国道平均の約10倍であり、事故発生時
には、迂回路がないため逃げ道がなく約3時間に
渡り渋滞が発生。(図5)

○宇城・天草地域と熊本市との通勤通学流動は増加
傾向にあるが、災害や事故による長時間の渋滞に
より通勤通学に支障をきたしている。

⑤救急医療施設への低い速達性と走行性
３．政策目標

①災害時に機能する信頼性の高い道路ネットワークの構築

②走行性・速達性の向上による産業活動の支援

③定時性・速達性の確保による観光振興の支援

④安全性・定時性・速達性の確保による生活利便性の向上

⑤走行性・速達性の向上による救急医療活動の支援

①災害時の通行止めによる孤立の発生
○国道57号と266号は、土砂
災害警戒区域等の被災リス
クの高い箇所が多く存在し、
同時通行止めによる天草地
域の孤立が発生するなど脆
弱。(図7)

○事故発生時には、迂回路が
ないため、渋滞が長時間発
生。(写真③)

①被災や事故による通行止めリスクの高い現道
○国道57号と266号は、法面崩壊による
通行止めが度々発生し、両路線の通
行止めで天草地域への道が完全に寸
断され、孤立することが過去14年で3
回発生。(写真①、図1)

②地域産業へ支障をきたす輸送経路
○対象地域で収穫される洋ランや宿根か
すみ草等は、関東・関西方面へ陸送さ
れ地域の経済を担っている。(図2、3)

○対象地域は、空港や高速道路とのアク
セスが脆弱なうえ、国道57号・266号は
線形が悪く、洋ランは輸送中の揺れに
より花が落下し品質低下が発生。

③観光シーズンの著しい渋滞

④地域住民の生活への支障

○天草地域から熊本市内の第三次救急医療施設への
搬送件数は大きく増加しているが、搬送に長時間
を要している。(図6)

○また、国道57号、国道266号には、カーブなどの
線形不良箇所が多く、搬送時の揺れにより患者へ
の負担が大きい。

②熊本～天草間における走行性・速達性が確保されていない
○国道57号は、線形不良箇所が多いため走行性が悪く、救急患者の安静輸送や走行時の
安全性の確保、地域の農林水産品輸送時の品質確保が困難。(図8)

○天草地域は第３次救急医療施設などの主要施設が集中する熊本都市圏まで120分以上
を要し、熊本県が掲げる「県内90分構想」実現に向けて最も課題が大きい地域であり、
速達性の確保が困難。(図9)

図9 熊本市役所からの所要時間圏域

図7 国道57号・266号の被災箇所（H18～H28）と被災リスクの高い箇所

本州へ
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写真② 対象区間の渋滞状況（R1.5.2 16時）
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図4 対象区間の所要時間（熊本市方面）
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図5 国道57号対象区間における死傷事故類型割合
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図6 天草地域の第三次医療施設への管外搬送件数

写真③ 対象区間の事故発生状況
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１．熊本県宇土～三角地域の課題 ２．原因分析
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評 価 項 目

[案①］現道（国道57号）改良案 [案②] 別線整備案(中央ルート) [案③] 別線整備案(南側ルート)

国道５７号を４車線に拡幅し、線形不良箇所を改良しながら、
走行性・速達性の向上を図る案

最短ルートを基本に全線別線で整備し、
走行性・速達性の向上を図る案

集落や産業施設にアクセスしながら全線別線で整備し、
走行性・速達性の向上を図る案

項 目 評 価 指 標

延長 約１３㎞ 延長 約１２㎞ 延長 約１３㎞

一般道路タイプ
（設計速度：６０㎞/h）

自動車専用道路タイプ
（設計速度：８０㎞/h）

自動車専用道路タイプ
（設計速度：８０㎞/h）

政

策

目

標

防災 ①
災害時に機能する信頼性の高い道路
ネットワークの構築

災害時の代替路機能 ×
・現道利用のため代替路が確保されない
・国道57号沿道の土砂災害警戒区域の影響は回避されない

〇
・別線整備により代替路が確保される
・一部、土砂災害警戒区域や高潮浸水想定区域を通過するが、構造物等により回避可能

〇
・別線整備により代替路が確保される
・一部、土砂災害警戒区域や高潮浸水想定区域を通過するが、構造物等により回避可能

産業・物流 ②
走行性・速達性の向上による産業活動
の支援

宇城・天草地域の産業施設から熊本市の卸
売市場までの走行性

△
・現道の線形不良箇所を改良するため、走行性の向上が見込まれるが、交差点が存在す
るため効果は、案②、案③より小さい

〇 ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性の向上が見込まれる 〇 ・現道の線形不良箇所を回避するため、走行性の向上が見込まれる

宇城・天草地域の産業施設から熊本市の卸
売市場までの移動時間

△
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る

△
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案③より劣る
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られる

〇
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が最も図られる
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られる

観光 ③
定時性・速達性の確保による観光振興
の支援

観光地への移動時間
熊本市～天草地域の観光地（天草の﨑津集
落）

△ ・天草地域への移動時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る 〇 ・天草地域への移動時間の短縮が図られる ○ ・天草地域への移動時間の短縮が図られる

暮らし ④
安全性・定時性・速達性の確保による生
活利便性の向上

交通事故のリスクと事故発生時の迂回路機
能

△
・通過交通が混在し、沿道出入箇所や交差点があるため、交通事故のリスクは懸念される
・事故発生時の迂回路は確保されないが、車線数が確保されるため、早期の復旧が期待
できる

〇
・別線整備により現道の通過交通が減少するため、事故の発生リスクが減少するうえ、迂
回路の確保により定時性の向上が見込まれる

〇
・別線整備により現道の通過交通が減少するため、事故の発生リスクが減少するうえ、迂
回路の確保により定時性の向上が見込まれる

宇城・天草地域から熊本市への移動時間 △
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る

△
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られるが、案③より劣る
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られる

○
・宇城地域から熊本市までの移動時間の短縮が最も図られる
・天草地域から熊本市までの移動時間の短縮が図られる

医療 ⑤
走行性・速達性の向上による救急医療
活動の支援

宇城・天草地域から熊本市内の第三次救急
医療施設（済生会熊本病院）までの走行性・
搬送時間

△
・線形不良箇所を改良するため走行性の向上が見込まれる
・宇城地域からの搬送時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る
・天草地域からの搬送時間の短縮が図られるが、案②、案③より劣る

△
・別線整備により走行性の向上が見込まれる
・宇城地域からの搬送時間の短縮が図られるが、案③より劣る
・天草地域からの搬送時間の短縮が図られる

〇
・別線整備により走行性の向上が見込まれる
・宇城地域からの搬送時間の短縮が最も図られる
・天草地域からの搬送時間の短縮が図られる

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

⑥ 生活環境 大気質・騒音等 △ ・集落の周辺を通過するため、生活環境に影響を与える可能性は案②よりも大きい 〇 ・集落を概ね回避するため、生活環境に影響を与える可能性は小さい △ ・集落の周辺を通過するため、生活環境に影響を与える可能性は案②よりも大きい

⑦ 自然環境 田畑・山地の改変 〇 ・田畑・山地の改変は少ない ×
・概ね田畑・山地を通過し、主に田畑・山地の改変を伴うが、案③より山地部を通過するた
め、山地の改変が大きい。

△ ・概ね田畑・山地を通過し、主に田畑・山地の改変を伴う

⑧ 集落への影響 移転が必要となる家屋等の数 × ・沿道に隣接する家屋が多く、移転等は最も多い 〇 ・集落・市街地を概ね回避するため、家屋の移転等は少ない △ ・集落の周辺を通過するため、案②より家屋の移転等は多い

⑨ 沿道利用 周辺からのアクセス利用 △
・国道57号沿道集落・施設からのアクセス性が高い
・国道266号沿線集落・施設からのアクセス性は低い

× ・国道57号や国道266号沿線集落・施設からのアクセス性が低い △
・国道57号沿線集落・施設からのアクセス性は低い
・沿線集落、施設が集積する国道266号からのアクセス性は高い

⑩ 段階的な効果の発現 発現の時期 〇 ・現道を改良するため、開通したところから効果発現が見込まれる × ・部分的な開通が困難なため、効果の発現は全線開通後となる △ ・部分的な開通が可能なため、段階的に効果発現が見込まれる

⑪ コスト 整備に要する費用 △ 約８００～８５０億円 × 約８５０～９００億円 〇 約７００～７５０億円

熊本天草幹線道路(宇土～三角)における計画段階評価

対応方針：【案③】別線整備案（南側ルート）による対策が妥当

[計画概要]

・路 線 名：熊本天草幹線道路（宇土～三角）

・区 間：熊本県宇土市上網田町～熊本県宇城市三角町

・概略延長：約１３ｋｍ ・車線数：２車線

・設計速度：８０ｋｍ/ｈ ・概ねのルート：図１０のとおり

図10 熊本県宇土～三角地域における対策案検討

（参考）当該事業の経緯等

［地元調整の状況等］
・R 1. 5 ：第１回九州地方小委員会 ※計画段階評価手続き着手
・R 1. 8～10：第１回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）
・R 2. 2 ：第２回九州地方小委員会
・R 2. 8～10：第２回意見聴取（対応方針(複数案)の検討に際し重視する項目）
・R 3. 2 ：第３回九州地方小委員会

［地域の要望等］
・R 1. 6：熊本天草間幹線道路整備促進期成会が早期事業化を要望
・R 1. 8：熊本天草間幹線道路整備促進期成会、熊本天草幹線道路整備促進協

議会が早期事業化を要望
・R 1.11：宇土市長、宇土市議会議長、地域高規格道路対策特別委員会が早期

事業化を要望
・R 2. 2：熊本天草間幹線道路整備促進期成会が早期事業化を要望
・R 2. 7：熊本天草間幹線道路整備促進期成会が早期事業化を要望
・R 2. 8：熊本天草間幹線道路整備促進期成会が早期事業化を要望
・R 2.11：宇土市長、宇土市議会議長、地域高規格道路対策特別委員会が早期

事業化を要望
・R 2.12：熊本天草間幹線道路整備促進期成会がR3新規事業化を要望
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案①標準断面図 [土工部]

案②③標準断面図 [土工部]
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４．対策案の検討

図11 各案の標準断面図（単位：m）
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